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§１．研究実施体制 
 
（１）「研究開発代表者」グループ（東京大学） 
① 研究開発代表者：浦野 泰照 （東京大学・大学院薬学系研究科、医学系研究科、教授） 
② 研究項目 

・新規寿命特性を持つ色素群の開発 
・新規寿命特性に基づく、がんイメージング蛍光・光音響プローブの開発 
・新規 activatable 型がん光治療プローブ、プロドラッグ型抗がん剤の開発 
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§２．研究開発成果の概要 
探索研究期間に研究代表者は、定量多重光イメージングを実現する新たな特性を有する蛍光母核として、一

般的な蛍光色素の持つ 3 つの光学的な特徴（波長、モル吸光係数、蛍光量子収率（励起一重項寿命））とは異

なる、全く新たな発想に基づく第 4 の光化学的特性を付与した色素の開発に成功した。具体的には、トリガー光

照射によって一過的な蛍光上昇が観測され、ここから特定の緩和時定数で蛍光が減衰するという特性を持った

蛍光有機小分子を開発した。さらに同一蛍光団を持ち、かつ緩和時定数が msec、数 100 msec、数 sec と様々

に異なる色素群の開発も達成し、これによって、トリガー光照射後の一波長蛍光測光という単純な光学観測シス

テムでありながら、複数ターゲットの同時イメージングが可能であることを、in vitro 系、生細胞系で確認した。 
さらに本イメージング技術を活用することで、がん部位の精確迅速可視化診断が可能となることが期待される。

研究代表者はこれまでに、がん細胞に特徴的な酵素活性を可視化することで、プローブ散布による迅速イメー

ジングに成功してきたが、背景組織のまだらな自家蛍光が問題となることもあった。そこで今回開発したイメージ

ング技術の適用を念頭に、がんの迅速可視化を達成するために重要な、各がん種に特徴的なバイオマーカー

酵素活性の探索研究を行った。研究代表者の持つプローブライブラリーを実際のヒト臨床検体へと適用すること

で、胃がん、肺がん、大腸がんなどで亢進している酵素活性を発見することに成功した。 
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